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【研究テーマ】 

1. 原発性胆汁性肝硬変の重症化感受性遺伝子の同定 

2. 胆汁酸代謝における個人差についての研究 

3. 真菌 Candida glabrata の病原遺伝子の同定 
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【学会発表】 

B 国内学会 

 (B-b) 一般講演 

1. 稲嶺達夫，河内歩美，白川弥生，近藤新二，中村稔，石橋大海，大曲勝久，塚元和弘：

FGF19遺伝子は原発性胆汁性肝硬変の重症化に関与する．第131回日本薬学会年会2011

年 3 月 28～31 日 (静岡) 



2. 山下愛理沙，前田和美，安次嶺渚，稲嶺達夫，近藤新二，塚元和弘：Smad4 は潰瘍性

大腸炎の疾患感受性遺伝子である．第 28 回日本薬学会九州支部大会 2011 年 12 月 10

～11 日 (福岡) 

3. 宇田さやか，岡部優里，佐々木万莉，橋口寿恵，稲嶺達夫，近藤新二，塚元和弘：VDR

多型は原発性胆汁性肝硬変の進行を予測できるバイオマーカーである．第 131 回日本

薬学会年会 2011 年 3 月 28～31 日 (静岡) 

4. 児島諒子，黒川拓也，稲嶺達夫，近藤新二，塚元和弘．うつ病と統合失調症の合併を

予測するバイオマーカーの同定．第 131 回日本薬学会年会 2011 年 3 月 28～31 日 (静

岡) 

 

 

【過去の研究業績総計】 

原著論文（欧文） 8 編 （邦文） 1 編 

総説  （欧文） 0 編 （邦文） 0 編 

著書  （欧文） 0 編 （邦文） 0 編 

紀要  （欧文） 0 編 （邦文） 0 編 

特許 0 件 


